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●
歳
出
を
見
る
と
、
市
民
協
働
の

分
野
で
は
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

の
企
画
運
営
を
市
民
団
体
へ
委
託

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
活
動
の
基
盤
強
化
と
な

る
も
の
と
期
待
す
る
。
福
祉
分
野

で
は
、
市
内
に
開
所
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
費
へ
の
助

成
や
病
児
・
病
後
児
保
育
を
開
始

す
る
事
業
者
へ
の
開
設
費
用
の
助

成
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
幅
広
い
世
代
に
対
す
る
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

こ
ど
も
の
ま
ち
「
ミ
ニ
あ
や
せ
」

が
開
催
さ
れ
る
が
、
社
会
に
関
わ

る
力
な
ど
が
養
え
る
と
思
う
の

で
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
取

り
組
め
る
よ
う
配
慮
を
願
う
。
教

育
分
野
で
は
、
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
の
学
力
水
準
を
把
握
す

る
た
め
、全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
な
ど
の
結
果
を
で
き
る
範
囲
で

公
表
し
、
今
後
の
教
育
の
一
層
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
切
望
す

る
。
ま
た
、
土
曜
ま
な
び
場
の
会

場
が
２
カ
所
か
ら
４
カ
所
に
増
設

さ
れ
る
が
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化

が
よ
り
一
層
図
れ
る
も
の
と
期
待

す
る
。
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経

費
が
年
々
増
加
し
て
い
る
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
市
民
生
活
重
視

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
予
算
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を

要
望
し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
新
政
会
）

●
本
予
算
は
、
総
額
２
５
３
億
７

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
比
５
・

２
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い

予
算
編
成
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る

が
、（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
供
用
開
始
に
向
け
、
関
連

事
業
に
必
要
な
予
算
を
配
分
で
き

た
こ
と
は
評
価
す
る
。
防
災
対
策

で
は
、
防
災
対
策
総
合
ガ
イ
ド
の

全
戸
配
布
や
高
齢
者
宅
へ
の
家
具

転
倒
防
止
器
具
の
設
置
助
成
な

ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
評
価
す
る
。
併
せ
て
、

国
が
進
め
て
い
る
防
災
・
減
災
の

政
策
も
、
国
民
の
命
を
守
る
取
り

組
み
と
し
て
、
政
府
か
ら
の
情
報

を
注
視
し
、
対
応
し
て
も
ら
い
た

い
。
環
境
対
策
で
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
普
及
促
進
の
た
め
、
家

庭
用
燃
料
電
池
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
や

家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
の
購
入
費
用
助
成
な
ど
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
へ
の
啓
発

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
尽
力
願
い
た
い
。
新
規
事
業
と

し
て
、
総
合
福
祉
会
館
複
合
施
設

建
設
の
調
査
費
用
な
ど
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、施
設
の
機
能
は
、広

く
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。
限
ら
れ
た
財

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
全
て
の

事
業
が
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
万
全
を
期
す
こ
と
を
願

い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）
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平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２５

議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
３
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
４
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
本
予
算
は
、
自
主
財
源
の
増
加

が
見
込
み
に
く
い
中
、
性
質
別
予

算
で
見
る
と
、
義
務
的
経
費
で
あ

る
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
が

５
割
を
超
え
る
硬
直
化
が
進
む
厳

し
い
予
算
編
成
と
な
っ
た
。
特
に

扶
助
費
は
約
２
億
円
の
増
加
が
見

込
ま
れ
、そ
の
他
の
経
費
で
は
、社

会
保
障
的
経
費
と
も
い
え
る
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
の
増
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
整
備
費
補
助
金
の
増
に
よ
り
、

約
１
億
６
０
０
０
万
円
の
増
加
を

見
込
ん
だ
対
応
と
な
っ
て
い
る
。

予
算
の
柱
で
あ
る「
元
気
の
力
」、

す
な
わ
ち
福
祉
・
医
療
に
対
し
て

も
、
緊
急
地
域
医
療
再
生
事
業
補

助
金
が
新
規
に
予
算
化
さ
れ
、
産

科
・
小
児
科
の
強
化
を
目
指
す
こ

と
に
期
待
し
て
い
る
。
高
齢
化
の

人
口
構
造
変
化
を
視
野
に
入
れ
た

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算
配

分
で
あ
る
と
評
価
す
る
。し
か
し
、

総
合
福
祉
会
館
建
設
事
業
は
、
そ

の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、
事
業

予
算
の
積
算
の
在
り
方
で
は
、
公

共
施
設
の
資
産
や
利
用
率
を
把
握

し
、
適
量
の
建
設
が
重
要
で
あ

る
。
次
世
代
の
財
政
負
担
や
維
持

管
理
経
費
を
考
え
に
反
映
し
、
今

後
、
建
設
事
業
費
の
規
模
を
見
直

す
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
持
続

可
能
な
都
市
、
綾
瀬
に
な
る
こ
と

を
願
い
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

お
り
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い

る
。
そ
の
豊
か
さ
を
、
不
要
不
急

の
公
共
事
業
に
使
っ
て
は
な
ら
な

い
。
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下

げ
や
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
の

創
設
な
ど
を
求
め
る
。
公
共
施
設

利
用
料
金
の
値
上
げ
は
、
市
民
の

自
主
的
な
活
動
を
抑
制
す
る
も
の

で
あ
る
。
草
の
根
の
市
民
活
動
を

支
援
す
る
方
向
へ
の
転
換
を
求
め

る
。
市
は
、
市
民
合
意
が
な
い
ま

ま（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
推
進
し
て
い
る
。
今
後
、
関

連
事
業
や
深
谷
落
合
、
吉
岡
西
部

の
区
画
整
理
事
業
な
ど
に
、
約　
６０

億
円
の
市
税
が
投
入
さ
れ
る
と
聞

く
。特
に
、区
画
整
理
事
業
で
は
、

事
業
所
の
誘
致
は
困
難
が
予
想
さ

れ
る
。
新
た
な
誘
致
に
税
金
を
使

う
の
で
は
な
く
、
本
市
で
活
動
し

て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
に
こ
そ

力
を
注
ぎ
、
共
に
発
展
す
る
道
を

取
る
べ
き
で
あ
る
。
開
発
に
莫
大

    
ば
く
だ
い

な
税
金
を
投
入
す
る
の
で
は
な

く
、
暮
ら
し
に
直
結
し
た
社
会
保

障
の
充
実
に
使
い
方
を
改
め
る
こ

と
を
重
ね
て
求
め
る
。
本
市
が
日

本
国
憲
法
に
基
づ
い
て
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体

の
役
割
を
担
う
立
場
に
立
つ
こ
と

を
求
め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
日
本
共
産
党
綾
瀬
市
議
団
）

今
日
、
新
工
業
用
地
の
た
め
の
区

画
整
理
事
業
は
止
め
る
べ
き
で
あ

る
。税
金
は
、市
民
や
市
内
業
者
へ

の
支
援
に
使
い
、
多
く
の
市
民
の

生
活
が
維
持
・
向
上
さ
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。ま
た
、生
活
保

護
費
の
削
減
が
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
受
給
者
の
生
活
を
破
壊

す
る
も
の
で
あ
る
。
生
活
保
護
は

国
の
政
策
だ
が
、
市
民
生
活
を
破

壊
す
る
よ
う
な
国
の
施
策
に
は
、

反
対
し
て
闘
う
べ
き
で
あ
る
。
国

の
要
請
に
従
っ
て
、
市
職
員
の
退

職
手
当
の
削
減
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
職
員
組
合
と
の
合
意
が
で

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
尊
重
す

る
が
、
そ
の
削
減
は
生
活
を
圧
迫

す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
理
由

か
ら
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

●
本
予
算
の
全
て
に
反
対
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
部
分
的
に
理
解

で
き
な
い
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
河

川
整
備
事
業
の
遊
歩
道
計
画
の
取

内
橋
か
ら
芝
原
橋
に
か
け
て
は
、

新
幹
線
下
に
あ
る
矢
板
せ
き
の
影

響
で
、
雨
が
降
れ
ば
比
留
川
が
氾

濫
を
起
こ
し
、
危
険
な
場
所
に
変

わ
る
要
素
が
強
い
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
こ
の
計
画
の
必
要
性
を
た

だ
し
た
と
こ
ろ
、
市
は
、
県
道
か

ら
取
内
橋
ま
で
整
備
を
進
め
て
き

た
こ
と
、
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
だ
と
答
え
て
い
る
。
市

民
か
ら
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
早
く
矢
板
せ

き
を
抜
い
て
ほ
し
い
と
い
う
強
い

要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
事
業

そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
実
施
す
る
順
序
が
違
う

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
工
業
系
新
市
街
地
整
備
の

 
進
捗 
状
況
や
企
業
立
地
促
進
事
業

し
ん
ち
ょ
く

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
一
般

質
問
で
疑
問
点
を
た
だ
し
て
い
る

が
、
深
谷
落
合
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
決
し
て
平
等
な
考
え
方
で

※
（　

）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

会
議
の
招
集
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、

電
話
な
ど
で
呼
び
出
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
市
民
に
は
も
っ

と
丁
寧
で
平
等
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
以
上
の
点
を
指
摘
し
、
本

予
算
に
反
対
す
る
。

名
市
内
で
は
、
現
在
さ
が
み
縦
貫

道
と
東
名
高
速
道
路
の
連
結
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
幹
線
高
速

道
路
と
し
て
、
新
た
な
車
両
の
流

れ
が
で
き
、
車
両
の
市
内
通
過
が

ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
中
、
イ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ

と
で
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
ど
れ

ほ
ど
発
掘
さ
れ
る
の
か
、
車
両
増

加
に
よ
る
地
域
へ
の
負
荷
が
そ
れ

に
見
合
う
も
の
か
よ
く
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
地
域
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
は
、
今
あ
る
環
境
の
中
に
こ

そ
あ
る
も
の
で
、
イ
ン
タ
ー
設
置

で
期
待
さ
れ
る
地
域
活
性
化
策

は
、
本
来
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
損

な
う
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
指

摘
し
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

（
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
一
部
）

広
域
避
難
場
所
案
内
表
示
板
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
ま
し
た
。
避

難
場
所
の
周
知
と
災
害
時
の
円
滑
な
誘
導
を
図
り
ま
す

賛

成

賛

成

●
本
予
算
の
自
主
財
源
比
率
は

　

・
９
％
で
、
昨
年
度
よ
り
２
・

５７６
％
上
昇
し
て
い
る
。
市
債
残
高

も
毎
年　

億
円
前
後
減
少
さ
せ
て

１０

●
本
予
算
で
は
、
公
共
施
設
の
利

用
料
金
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
市

民
負
担
増
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
値
上
げ
に
関
す
る
条
例
改
正

で
は
、
こ
れ
ま
で
は　

歳
以
上
の

６０

高
齢
者
が
半
数
以
上
を
占
め
る
団

体
は
、
利
用
料
を
免
除
さ
れ
て
い

た
公
共
施
設
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

も
新
基
準
で
は
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
値
上
げ
に
走
る
の

で
は
な
く
、
現
状
の
利
用
料
を
維

持
し
て
、
市
民
が
利
用
す
る
機
会

を
増
や
す
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。
産
業
の
空
洞
化
が
進
み
、

企
業
誘
致
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

●
先
日
、
県
が（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
実
施
計
画
書
を
策

定
し
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会

社
と
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道

路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
提
出

し
た
。
工
事
費
用
は
約
１
０
３
億

で
、
本
市
の
負
担
が　

億
円
と
試

１６

算
さ
れ
た
。
し
か
し
、
負
担
区
分

な
ど
は
、
高
速
道
路
利
便
促
進
事

業
全
体
枠
の
調
整
で
、
変
更
も
あ

り
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。
事
業
総

額
も
流
動
的
で
、
財
政
も
厳
し
い

中
、
こ
れ
だ
け
の
費
用
を
出
し
て

ま
で
都
市
部
の
利
便
性
を
高
め
る

必
要
が
あ
る
か
は
、
日
本
国
全
体

の
発
展
を
見
た
上
で
公
平
に
判
断

す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、海
老

反

対

反

対


